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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

本年度はヒストンのメチル化（H3K27）を認識して転写制御を行うポリコーム蛋白質 HPC2 に注目
して研究を行った。ポリコーム蛋白質はヒストンメチル化酵素MLLと共にホメオティック遺伝子を
はじめとする発生分化に関わる遺伝子群のクロマチンを凝集させることで転写抑制を行っているが、

そのメカニズムは明らかでない。我々は独自に HPC2 のクロモドメインがメチル化ヒストンだけで
はなく DNAとも強く結合して凝集を引き起こすことを発見した。この機能はクロマチン凝集に関わ
るクロモドメインの新たな制御機構であることが予想された。そこでこのメカニズムを解明するため

クロモドメインとメチル化ヒストン、DNA、及びMLLとの複合体構造の決定を試み、クロモドメイ
ンーメチル化ヒストン複合体の構造決定に成功した。得られた構造はダイマーを形成しており、興味

深いことに DNA結合部位と考えられる領域はダイマー表面の両端に離れて存在していた。他のクロ
モドメインファミリーではこのようなダイマー構造は報告されておらず、HPC2のクロモドメインは
この独自な構造によりDNAあるいはヌクレオソームをクロスリンクしてクロマチン凝集を引き起こ
すという新たな機能をもっている可能性が示唆された。このダイマー両端に存在する保存された塩基

性アミノ酸残基に変異を入れると DNAの凝集が抑えられた。この新たな凝集機構について、前年度
に得られているMLLに関する結果と共に論文公表の準備を進めている。 
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